
Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

目 本家政学会誌　VoL 　43　No ．8　791〜800 （1992）

高齢者の 居住環境 と温熱適応能力に 関す る研究 （第 2報）

着衣対応に み られ る特徴

長沢由喜子 ， 梁 瀬 度 子
庫 1

， 磯 田 憲 生
’ 1

， 五 十嵐由利子
＊t

，

岩 重 博 文
’3
，菊 沢 康 子

“

，榊 原 典 子
“ 5

， 徳 田 哲 男
’6

，

　　　　水 野 由 美
＊ 7

， 宮沢 モ リ エ
＊8

， 久 保 博 子
＊ 1

　　 （岩手 大 学教育学部，＊ 「
奈良女子大 学家政学部，＊2

新潟大 学教育学部 ，

＊3
広島大学教育学部，“

兵庫教育大学学校教育学部 ，

＊ 5 京都教育大学教育学部 ，

　＊ 6 東京都老人総合研究所，＊ 7
江南女子短期大学，＊e

大阪青山女子短期大学）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平成 3 年 7 月 1 日 受 理

Effects　of 　Residential　Thermal 　Cond …tions　on 　the　Aged　in　the　Daily　Living （Part　2）
　　　　　　　　　　Charactcristics　of 　Countermcasurcs　by　Clothing

　　 Yukiko　NAGAsAwA
，
　Takuko 　YANAsE

，

＊ l
　Norio　IsoDA

，

＊ 1
　Yuriko　IGARAsHl

，

＊ 2

Hirofumi　IwAsHIGE，

＊ 3
　Yasuko　KIKuzAwA ，

料 Noriko　SAKAK 田 ARA ，

＊ 5
　Tetsuo　ToKuDA

，

ホ 6

　　　　　　 Yumi 　MlzuNo
，

＊ 7
　Moric　MIYAzA 、、

・A ＊8
　and 　Hiroko　KuBo ＊ 1

　　　　　　Fa‘配妙 ef 　Education ，　Iu，ate こ励 ，ers 妙，福 励 鳶α 020

　　　
＊ り Tacu ’｛y　Of　Heme 　E ‘o 砌 mi ‘∫，　Nara 臨 9膨 ガs し

「
niversit），蜘 rα 630

　　　　
＊2　Faeul‘Pt　of 　EducatiOn

，
」Viigata翫 謝 卿 ，

　Niigata　950−2f
　

宰 3F
  u ’ウ げ Eぬ ‘ation

，
　Hiroshima翫 iversit“，

　Higas乃iAiroshima
，
　Hirosん珈 α 724

料 Facutty　of 　Sc伽 ’Eゴ  σα伽 ，　H）
’
ogo 　KJ・o湘 α εθθr吻 ，　yα 5ん’ro−‘ho，　HJoge　673−41

　　
＊ 5 翫 吻 げ E4麗6α’1・n ，　K γ・’・ KJ・漁 Universit」 ，　Fushimi−ku， κ吻 6／2

　　 ＊ 6TokJO 　A，fetroPotitan　ln∫’i扼己’e　q／06ro’lto’og 丿，ノtaba5hi−ku，　7b産｝・0 ／73

　　　　 　　
＊り （onan 防 7ηθ耀

’
∫ ノunior （〕o〃ege，κo剛 ，　Aichi　483

　　　　 　
雰 80saka ．4q｝

・
σ π 1α ∫召 ηガor 　Co〃ege

，
沸f加 oo

，
　Osaka　562

　 Following 　the 　report 　of 　Part　1，　this　paper　reports 　the 【℃ sults 　of 【the　analysiS 　concerning 　the 　cloth ．

ing　of 　the　aged ，　based　on 　Ihe　investigaしion　o 『Part　l　 and 　the　 casc −study 　in　Iwa 電e 　and 　Hyogo 　Pre−

fectures．
　 The 　results 　obtained 　are 　as 　f（）1］ows ：

　（1）In　winter ，　the　aged 　persons　have　worn 出eir 　undershirts 　one 　over 　ano 【her，　and 　they 　have

worn 　 morc 　 undershirts 　with 　ag ｛ng 　 regardless 　of 　their 　gender．

　（2）In　summer 　ln　cold 　districts
，
　the　aged 　persons　have　contro ］led　their　degree　of 　comfort 　by

adding 　 outer 　 upper 　 wear ，　 and 　 the 　 tendency 　 has　 been　 remarkable 五n 　the　 males ．　 They 　have
begun　to　wear 　addi 【ional　clothing 　at　the 　tempcrature 　of 　about 　22℃ ．

　（3＞The 　 thin 　male 　aged 　persons　have　worn 　morc 　clothing
，
　and 　the　difference　in　clothing 　of 　the

male 　and 　oldcr 　ones 　between　summer 　and 　 win1er 　has　been　morc 　remarkable 　than 　with 　the   ale

and 　younger 　ones ．

　（4）In　summer
，
　 the 　aged 　persons　i皿 cold 　distr五cts　have　wom 　clothing 　based　on 　the　tcmperature

at 　 waking 　 time
，
　 and 　in　 winter 　 thcir 　 clothing 　has　been　based　 on 　 the 　temperature 　in　 non ・heated

roQms ．　 On　the 　other 　ha【1d ，　in　winter ，
【heir　do 出 ing　in　warm 　districts　has　becn　based　on 　thc 　out ・

do 。 r　temperature ．

　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　 （Rece且ved 　July藍，1991）

Keyw °「ds ：　the　 aged 高齢者，　 residential 　 envir ・ nment

応，c。 untermeasures 　by　clothin9 着衣対応．
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　 1． 緒　　言

　研究 目的 は 第 且報
1｝

に 準ずる．

　本報 で は 第 1報に おけ る高齢者の 生活基盤 お よ び生活

行動 に 続 き， 高齢者 の 温熱適応実態に お け る住 ま い 方対

応の 基礎的知見 と もい うぺ き着衣対応に 焦点 を絞 り，そ

の 防暑防寒上 の 特徴に 関す る報告を行 う．

　住居環境の 快適性 と着衣 に 関す る従来 の 研究 の 中で ，

三 浦 らt）
は 勤務状態に お ける 温熱感 の 男女差 ・季節差を

明 らか に し ， 同 じ着衣条件下 に お け る生理的な差 が 男女

間 ・季節間 と もに 認め られ な い
S》 とす る な らば，実 生活

に お け る快適 温度評価に 影 響 を及ぼす 要因 と して，女 性

の 冷え性や 男女に よ る着衣形態の 相違を指摘で きる と し

て い る．さらに 年齢 と快適温度お よび 着衣 との 関連 に つ

い て は ， 吉田
“

に よ り加齢 に 伴 う寒冷期 の 着衣量増加 が

女性に お い て 著 しい 事実が 示 され て い る．しか し，加 齢

に 伴 う温熱感 の 変化 お よ び そ れ に 伴 う着衣 対応 ｝こ 関 して

は 明らか に され て い ない
5，．

　した が っ て 本報 に お い て は，第 1報に お け る全国調査

に 関す る 着衣 関 連 項 目の 分析結 果 に 基 づ き，地 区差 ・男

女差 ・年代差を 視点 と し，高齢者に そ の 影響が顕著で あ

る と考 え られ る生活習慣や気候駟化との 関連に お け る温

熱適応を着衣実態の 中に 捉え る と と もに ， 事例調査の 分

析を とお し ， 高齢者 の 着衣に み る温熱適応に関す る問題

点 を 明 ら か に し た い ．

　 2． 調査方法

　 （1）全国調査

　第 1報 に お け る調査 方法 に 準ず る．

　本調査 に お け る着衣関連項目は 以下 の とお りで ある．

夏季 ・冬季各 々 に 種類 お よび 形態 に 関す る選択肢を設定

し ， 必要 に 応 じて 着用 枚数を記 入 す る こ ととした．

　  昼 間 の 居 室 に お け る着衣 ： 下 着の 上 衣 ，下 衣 （パ

ソ ツ 類．シ ャ ツ類 ， ソ ッ ク ス 類）； 外衣 の 上 衣，下 衣 （上

着類，ズ ボ γ 。ス カ
ー

ト類）．

　  寝 具 お よ び 就寝時 の 着衣 ； 掛用 寝具 お よ び 敷用 寝

具 の 組み合わ せ （冬季の 場合に は 選択肢に 保温具を追加

し，その 使用開始時期を含む ）； 寝ま きお よ び そ の 他 の

就寝時の 着衣 （パ ソ ツ 以外）．

　（2）事例 調査

　1）　調 査 対 象 地 区 の 選 定

　全国調査対象 10地区 は 気候条件に よ り北海道 ・岩手・

新潟 の 寒冷地 とそ の 他 7 地区 の 寒冷地以外 と に 分けられ

る．一
方 ， 生活パ タ

ーソ に よ る 分類 に お い て は 北海道 ・

東京 ・大阪 ・兵庫 を 都市型，そ の 他 6 地区を 農村型 ま た
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は 中間型 と して 対置 させ る こ とが で きる．調査 地 区の 選

定に あた っ て は ，気候条件 を軸 と した 寒冷地 と寒冷 地 以

外 の 比較 に 加え，生活バ タ ーソ を軸と した都市型 と農村

型 とを ク ロ ス させ る こ とに よ り， 2 地区の 相違を鮮明に

捉 え る こ とを 意図 した．そ の 結果 ， 寒冷地 ・農村型 と し

て 岩手 ， 寒冷地以外 ・都市型 として兵庫を対象地区 とす

る こ と と し た．

　 2）　 調 査内容 お よ び 調査期 日

　 夏季 ・冬季各々 に 行 っ た調査内容項 目は 以下 の とお り

で あ る．

　  面接聞 き取 り調査 ：対象者 の 属性 ，着衣 状況，住

み方状況 ， 居住性評価，健康状態お よび活動状況な ど．

　  環境測定調査 ：面接聞ぎ取 り調査時に お け る戸外，

昼間の 居室，お よび寝室 （冬季 の 場合 に は 暖房室全部）

の 気温 （℃ ）湿 度 （％ ） 気流 （m ／s＞ の 測定．

　  住宅調 査 ：構造，階数，屋根材 ， 建 築年 数 ， 方位

などの 住宅条件 の チ ＝ ッ ク，お よび対象住宅 の 間取 り採

取．昼間 の 居室 お よび寝室は 住まい 方 の 状況を 詳細 に 記

入．

　調査期 日は両 地 区 と もに 夏 季 且988 年 7〜8 月． 冬季

19B9年 1〜 2 月で あ る．

　3）　調査対象者の 概要

　調査対象者は 全国調査同様，60歳以上 で 訪 問 面接可能

な 男女 と した．対象者 の 内訳 は 夏季 男性 39名 （岩手 20

名 ， 兵庫 19名），女 性 45名 （岩手 20名，兵庫 25名），

冬季男性 35名 （岩手 20 名，兵庫 15名），女性 39 名 （岩

手 20名，兵 庫 19名） で あ り， 冬季の 対象者 は 夏季同一

対 象者 を 8割以上 含む．年齢構成 は 兵庫の 男性が 平均 75

歳と高 くなっ て い る もの の ， 他は い ず れ も 70歳前後 で

全国調査とほ ぼ等しい ．世帯構成 で は 岩手に 夫婦 の み 世

帯，兵庫 に 3 世代世帯が 多 い 点が 特徴的で あ る．体格的

に は ， 岩手は 男女 と もに 肥 満が 2．5 割 とや や 多 く，兵庫

の 女性は 半数が やせ 型 で あ る．職業 「あ り」とす る者 は

男女 と も数例 に過ぎず ， 労働量に お い て 他 の 高齢者 との

間 に 大 きな 開 きは ない と思わ れ る．

　3．　　結果および考察

　（D 全国調査

　1）　昼間の 居室に お ける 着衣

　 i ）下着 の 上 衣 に つ い て ： 男女 と もに 夏 季 に お け る

シ ャ ツ の 形態別着用率 に 関す る地区別傾向は とくに認め

られない ．し か し なが ら， 男性の 場合 に は ラ ン ニ ソ グ

シ ャ ツ 着用に 関 し ， 図 互に 示 す よ うに 加 齢 に 伴 う着用 率

の 減少傾向が 明らか で あ り ， 女性の 場合 に は 図 2 に 示 す

（792）
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2tY ．1 ． M 」匚 ■　 LI 文 男 性 の 場 合 には

手・新潟 が他地 域 を やや 上 回 る程 度 で 地区 差は明ら

で は な い が， 女性の場 合 ，岩手・新潟 に おい ては男 性と

程度の 重 ね着 が 認め られ るもの f ） ， t 他 地区 で は

性 に比較 し て女 性 の 方 が 著し く 少 な
くなって いる ．

の 事実 は 図2 に示すシュミ ーズ 着
用 の 影 響に よ ると

え ら れ， 高
齢女 性の場合，シ ャ ツ と ス リッ プま た は シ

ミ ーズ とを 重ね 着するため， 重ね 着の実 態に おい て

性との間に 大 きな開き は ないと推 察 さ れ る ． 寒冷地

外 としての関東以 西 の 重ね 着 は，こ た つ の単独暖房 に

謔骼ｺ 内環 境温度の 低 さを 補う も の で あ り， 冬 季に おけ

る高齢者の着 装 習慣 と し て定 着 して い る と 考 え ら
れ る

　 また ，冬 季 の場合のみ女性 の加齢に
伴
うス リップ・ツユミ

ズ着用の減少傾向が 認 められ （X2 検 定P ＜ 0 ．　Ol

， 加 齢に 伴う

用 外衣の形態 の 変化 と の 関 連 を示す事 実と して 捉 え ら

る． 　ii ） 下 着 の下 衣につい て ： 夏 季 の 場合
，
男

で はフン ドシの 着 用率が新潟にお いて 高 く な っ ている

（ X2 検
定P 〈 0 ．OD ，その 他 顕著な傾向は 認 め

れ ない． 女 性 の場
合
には ガー ドル着用率が北 海 道 ， 大阪 ，

庫にお い て 高 くな っ てお り （ 12 検 定 p く0．Ol

，ス リ ップ ・ シ ュ ミーズ 着 用との 関 連 が 明ら
か
であ

．な お，北海道 は
寒 冷地 とし て タ イ ツ着用 が突 出して

多

事 実が
（ X2

検 定 p ＜ 0 ．01 ）ガ ードル着用と か

わ る と 考 えら れる ． 一 方 ス リップ・ シ ュミ ーズ
，
ガ

ド ルなどの洋装用下着に対 し， 腰ま き の着 用 に関して も

区 差 が 認めら れ （ Z2 検 定 P 〈 0 ． 01 ），農山 村

を 含 む 新 潟，愛知，奈 良 地区 に お いて

用率が高 く，高 齢 者の着装 に お け る 地域 文 化と の か

わ り を示 す事実と して捉え ら れる ． 　 冬 季 の 場 合 に

， 男 性のステ テコ 着用に 注 目 す るこ と がで きる．冬季でも北海

お よ び 東 京以西 における ス テ テコ着 用率 は50 ％を

え て いる が （ X2 検 定 p く O． 　 Ol ）， 図5 では

齢に 伴 う着用 率 の 減 少 傾 向 が 認め ら れ， 夏 季 におけ

ラ ンニング シャツ と 類似し た 着用傾
向を示す ． す な わち

季 のステテ コは いずれの地区においても着用　M、t 」　　界女　　賜 　々 　 鰍プ2 「　MVJ　男 ・ 女

1 ．f ” 咋 4 ， ：．・t 、− r 、・： ・’ro 一

r4 ’rt ．．．『己脚Ra ． 　 　 Tl 二 11
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） 図 4 ． シ ャ ツ類 枚 数 内訳 （ 男女・

季
・

年齢別） よ う に 大 阪 ， 兵庫 ， 広 島 にお け るス

ッ プ ・ シ ＝ミーズ 着用 率の高 さに 注 目するこ と がで

る ． 　一方 冬季 の 場合 には，図3 に示 すよう に 男 女と

に シャ

の重 ね

が顕著であ
，さ

に 図

ﾉ示すよう

齢 に

う重ね
数 の

加傾
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率が 高 く
一

般的 で あ るた め に特徴的傾向が 認め られず ，

冬季の 着用に お い て 加齢に 伴う影響が 顕在化 し た と考 え

られ る．

　 同 様に 冬季 の 女性 の 場合 に は ， 図 6 に 示す よ うに パ ン

ツ の 重ね に 注 目す る こ とが で ぎ，と くに 都市 部 と して の

東京，兵 庫，山間 部 と して の奈良に お い て そ の 傾向が 顕

著で あ る．さ らに ガードル 着用 （X2 検定 p＜0．01）は

タ イ ツ 着用 （X2 検定 P〈0．Ol） と の 対応関 係 が 認 め ら

れ ， 北海道，大 阪，兵 庫 に お け る着用率が 際立 っ て 高い

こ とが 明らか であ る．こ れ ら都市部 に お ける 特徴は 着装

形態 と大きくか か わ り，山間部に お け る パ ン ツの 重ね が

寒冷地 で ある新潟，岩手に お い て み られ ない の は，一つ

に は パ ン ツ ＋ ズ ボ ン 下 の 着用形態 に よ る 代用が 考え られ

る．さ らに 腰 ま きの 着用率が高 い の は 新潟 ， 愛知，奈良

で あ り，冬 季 は さ らに 岩手が 加わ る事実 よ り，和服 の 保

温性評価との か か わ りを見逃す こ とがで きな い ，儒袢，

た び に つ い て も腰 ま ぎ同様の 傾向が 認め られ る，

　 丗）外衣 の 上衣 ・下衣 に つ い て ： 夏季 ・冬季ともに 都

市部 の 女性 の ス カ ート着用率 （X2 検定 P〈0，01） お よ

び農村部，山 間部に お け る ズ ボ ソ
， 和服 の 着用率 の 高 さ

が i），ij）に おけ る 女 性 の 下着着用 の 特徴 と大 きくか か わ

る 事実 と して 確 認 され た．しか しなが ら， 他の 外衣に 関

しては 地 区 別，年代別に み た 特徴的傾向は 認 め られ な い ．

　 2）　寝具お よ び就寝時の 着衣

　 i）寝具 に つ い て ：夏季の 場 合，敷用寝具 に 関す る 特

徴的傾向は 認め られない ．掛用 寝具に つ い ては 図 7に 示

す よ うに東京以 北に お け るタ オ ル ケ ッ トの 利用が他地区

に 比 較 して 高い 傾向が認 め られ，逆に 夏布団 ・肌布団の

利用は 愛知以西に お い て 高くなっ て お り， 同時に東京の

利用率が 際立 っ て 低い 事実に 着 目する こ とが で きる （X2

検定 p〈 0．01）．こ の 事実は 東京 に お い て は タ オ ル ケ
ッ

74
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図 8．敷用毛布 （男 女 ・
冬季 ・地 区 別）
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図 9．電 気毛布 （男女 ・地区別）

トの 単独利用 ， 寒冷地 に お い て は タ ナ ル ケ ッ ト ＋布団

（夏布団 ・肌布団 を含 む），愛知以西 に お い て は 夏布団 ・

肌布団の 単独利用が それぞれ一般的で あ る こ とを示す．

す なわ ち 寒冷地 に お い て，タ 才ル ヶ ッ
トは 体に な じむ 意

味 に お い て 布団 と体 と の 間 の 保温上 効果的 であ り， 朝晩

の 冷 え込み に 対す る対応実態 と して捉 え られ る．そ の 典

型例 として岩手に お け る 「綿入 れ た ん ぜ ん 」の 利用を あ

げ る こ とが で きる．

　
一

方冬季 の 場合に は，寒冷地 にお い て 敷布団の 2枚重

ね の利用率が 高い 傾向が認め られ る （X2 検定 PくO．　Ol）
と ともに ，図 8 に 示 す敷用寝具 と し て の 毛布の 利用が 愛

知以西 に お い て際立 っ て 多 くな る 傾向が認 め られ，敷用

寝具の 保温に 対す る 配慮が 窺え る，さ らに 掛用寝具 に 関

し て は ．重 ね 枚 数 に 地 域的な 特徴は 認 め られず，図 9 に

示す よ うに 保温具 として の 冤気毛布の 利用率 に お い て男

（794）
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図 且2．寝 ま き下 シ ャ ツ （男女 ・冬季 ・地区別）

女 ともに 岩手 ， 新潟 の 利用率 が多地区を上回 る傾向が 認

め られ る．北海道 に お け る 保温具 の 利用率の 低 さは ， 本

調査に お い て 認め られた 北海道の 睡眠中の 暖房機器利 用

の 実態と関連す る と考 え られ る．した が っ て 岩手，新潟

の 場 合 に は ，夜 間 に お け る 寝 室 温 度 の 低 さを 寝具 の 組 み

合わ せ で は な く，保温具 を用 い て 補 っ て い る実態が 明 ら

か で あ る．さ らに電気毛布 の 利用に 関 し て は ， 図 10 に

示 す よ うに 加齢 に 伴 う利用 率 の 増加が 認 め られ，と くに

女性に お い て その 傾向が 顕著で あ る，そ の 他の 保温具利

用に 関す る地域的特徴は 認め られな い ．

　ii）就寝時の 着衣 に つ い て ：男女 と もに 夏季 は 浴衣 ，

冬季は 図 Ilの 和式 の 寝ま き着用に お い て岩手 ， 新潟，

愛知が際立 っ て い る，冬季に お ける寝ま きの 材質は タ オ

ル ，ネ ル ．ジ ャ
ー

ジ
ーな ど保温効果 の 高 い もの が 用い ら

れ る が，習慣的着装で あ る と同時 に，パ ジ ャ
マ と比較 し

和服の 形態 との か か わ りに お ける 保温効果が 高齢者に よ

り評価 され て い る と考 え られ る．さ らに こ の 傾 向 を 図 12

に 示 す寝 ま き下の 着衣 と し て の シ
ャ

ツ 着用 との 対応に お

い て み る と ， 夏季 ・冬季 い ずれ に お い て も和式の 寝 ま き

とシ ャ ツ 着用 との か か わ りが明 らか で あ る，和式寝ま き

の 袖口 の 形態 との か か わ りに お い て シ ャ ツ が保温上 効果

的で あ る こ とに よ る と推察 され ， 高齢者独 自の 着装実態

として捉 えられ る．都市部 に お け る シ ャ ツ 着用率の 低さ

に も注 目す る こ とが で きる．その 他の 就寝時の 着衣に 関

して は 特筆すべ き地域的特徴は 認め られない ．

　 以上 ，昼間 の 居室に お け る 着衣，就寝時に お け る 着衣

と もに 高齢者に 認め られ る特徴は 夏季 ・冬季共通で あ り，

夏季 よ り冬季 に お い て その 傾向が 顕著に 表れ る こ とが 明

らか で あ る．事例調 査 に お い て 上 記 の 結果を裏付け る と

と もに ， さらに 高齢者の 着衣実態に 関す る詳細な検討を

行う，

　 （2）事例調査

　 本報で は ，環麌測定 を 実施 した 昼間の 居室 に お ける着

衣に 関す る 上 記結果の 裏付けお よ び 詳細 な検討結果 の み

を取 り上 げ る．

　 1）　 ク ロ 値 に よ る 着衣量比較 に つ い て

　 地 区別，男女別に ク ロ 値 を算出 し た 結果 を表 1 に 示 す．

換算値は三 平 ・花 田 に よる換算表
6｝”S）

に 基づ くもの で あ

り，着衣量を外衣 ・下着お よび上衣 （上半身）・下衣 （下

半身）に 分類す る こ とに よ り，高齢者の 着衣実態の 特徴

を 明 らか に す る こ とを 試 み た．

　表 1 よ り夏季 の 場合，地区間，男女間各々 に 差が 認め

られ，地 区別 で は 男女 ともに 外衣 ・下着 ・上 衣 ・下 衣 い

ずれ に お い て も岩手の 着衣量が 兵庫を 上 回 る．と りわ け

男女ともに 下着お よび下衣に お け る差に 比較 し，外衣 お

よ び ．L衣に お け る差 が顕 著 で あ る．具 体 的 に 上 半 身 の 外

衣の 形 態を 比 較す る と，岩 手 で は長袖お よ び上 着の 着用

が際立 ち，中で も男性 の 長袖着用 が顕著 で ある，足 元 の

ソ ッ ク ス 着 用 に 関 し て もそ の 差 は 著 し く，兵 庫男性 の 住

宅内着用 0 に 対 し岩手男性 は 半数が 着用 し て い る．し た

が っ て 女性 に 比較 し ， 男性 の 方が 温度差 に よ る 着衣量 の

相違 が顕 著で あ り．と くに 高齢者 の 場 合に は 夏季 に お け

る温度変化 に 長袖や上 着 の 着用に よ っ て きめ 細か に 対処

して い る事実が捉 え られ る．外衣の 下衣 お よび 下 着に つ

い て は 男 女 各 k に 着用形態が定 型 化 して お り，女性 の 場

合そ の 組み 合わ せ に 多様性は みられ る もの の ， 着衣量の

差 と して 注目す るに は 至 らない ，

　つ ぎに 冬 季 の 場合，男性 で は 全 体 量 と して 差 は 認 め ら

れ ず．岩手 が 若 干兵庫を 上 回 る 程度 で あ る，さ ら に 外

衣 ・下着 ・上衣 ・下衣別に 比 較す る と， 下着 お よび下衣
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で は 岩手が 上 回 る の に 対 し，外衣お よび 上 衣 で は 兵庫が

上 回 っ て い る．外衣 の 下衣は ズ ボ ソ で 差 が な く，下着 は

岩手 の 重 ね着実態 を裏付 け る値を 示 して い る ．した が っ

て こ の 事実 は 外衣 の 上 衣 に お け る兵 庫 の 着衣 量 の 増大に

起因す る こ とが 明 らか で あ る．そ こ で 外衣 の 上 衣の み を

取 り上 げ て その 形態を比較す る と，岩手 で は 2 枚着用 が

半数を 占め る の に 対 し，兵 庫 で は 3 枚着用が 6 割 を 占め ，

その 差が明 らか である．そ の 分を岩手 で は 下着の 下衣で

補 っ て お り，ズ ボ ン 下 の 2 枚重ねが半数を 占め る ．女性

の 場合に は 地 区に よ る差 が 明 らか で あ り， 外衣 ・下着 ・

上 衣 ・下衣 い ずれ に お い て も岩 手の 着衣 量 が兵庫を 上 回

る．外衣の 上 衣 に つ い て は 男性 ほ ど差が 認 め られず，下

着 の 上 衣 は シ ャ ツ の 2枚重 ね が 岩手 3 割，兵庫 2 割 と若

干岩 手 が 上回 る．さ らに 外衣 の 下衣で は 岩手 は ズ ポ ソ 4

割 ， ス カ ート，和服 が 各 3 割，兵庫 は ズ ボ γ 6割，ス

カ ー ト 3 割，和 服 1割 と岩手 の 和月艮お よ び 兵庫の ズ ボ ン

着用 が 各地区に お い て特微的 で あ る，下着の 下 衣 に お け

る ズ ボ ソ 下着用 は 岩手が ズ ボ ン 着用者の 全員，兵庫 で は

6 割 で そ の 差が 著 しい ．兵庫の ガ ードル 着用率 の 高さに

関 して は ， 保温性 よ りむ しろ 体型 を整え る意味 に お け る

着用 と考えられ，都市部 の 女性 の フ ァ ッ シ ョ ン 意識の 高

さの 表れ と して 捉 え られ る．し た が っ て 寒冷地に お け る

女性 の 着衣実態 の 特徴 として ， 保温性能の 高い 和服着用

お よび下着の重ね着を指摘する こ とが で きる．

　2）　着衣量 とケ ト レ 指数 との 関連 に つ い て

　図 13−1，13−−2 に 体格を示 す指標 と し て 横軸 に ケ ト レ 指

数 （体重 （kg）／身長 （m ）
t
）を 用 い ，ク ロ 値 との 関連を

示す．

　図 13一且の 夏季 の 場合 ， 男性 で は 兵庫 に お い て は顕著

で ない が ， 岩手に お い て ヤ セ 型 ほ ど着衣量が増え る傾向

が 認 め られ，涼 しさ に 対 して は ヤ セ 型 ほ ど敏感 に 着衣に

よ る対応が t され る とみ る こ とが で きる．兵庫 に お い て

は 生理 的 に 涼 し さを感知す る 環境温度に 至 っ て い な い た

め そ の 傾向が 表 れ な い ．一
方女 性 の 場合 に は 両地 区 と も

に相関は 認め られ な い ．

　図 13−2 の 冬季 の 場合 に も男性で 夏季同様 の 傾向が 若

干 な が ら認め られ，女 性 で も兵庫の ヤ セ 型 で は 具体的に

下着や ソ ッ ク ス を重ね るなどの 対応がなされて い る．

　同 時 に 夏季 と冬季 の着衣 量 の 変化を 図中 の 線 の 長 さで

検討す る と，男性で は個人差は あ る もの の 平均化 して お
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図 13−2．ク ロ 値とケ ト レ指数との 関係 （女性の 場合）
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図 r4．ク ロ 値 と環 境 温 と の 関 係

り， 体型との 関連は認 め られない．一
方女性 で は 和服着

用が 極端 に 変化量 の 大 きい 事例 と し て 示 され て お り，こ

れ らを特殊例 と し て 除 くと，変化量 は 総体的 に 男性 の 方

が大きく， 兵庫の 男性に お い て 顕著 であ る と言える．兵

庫の 男性の 対象者が 他 に 比較 して 高齢 で あ る事実が影響

して い る とす るな らぽ，加齢に 伴 っ て寒 さへ の 適応力が

低下 し ， それ を着衣 に よっ て 補 う実態 が捉 えられ た こ と

に な ろ う．具体例 に お い て 75歳 以 上 の 着衣量 は 例 外 な

く多 くな っ て お り，前述の 考察を裏付けて い る．

　3）　着 衣 量 と環境温度 との 関連 に つ い て

　図 14 に 昼間の 居室の 室内温度 とク ロ 値 との 関連 を 示

す．夏季 の 場合．岩手に お い て は 男女 と もに 環境温度が

高くな る ほ ど着衣 量 が 少な くな る 傾向が 認 め られ るが，

兵庫で は男女 ともに 全 く相関 は認め られ な い ．調査対象

住宅 に お け る 測 定値の 開きに 注 目す る と ， 岩手 の 男性 の

場 合 18．　5〜32．　0℃ ，女性 19．5〜30．　0℃ ，兵 庫 の 男 性

24，0〜30．0℃ ，女性 24．0〜32，0℃ と岩手 に お け る開 き

が 著 し く，兵庫 に お げ る 最低温度 24℃ は 涼 しさ を感ず

る温域 で は ない た め ，着衣 量 に 影響 し な い と考 え られ る．

図 14 に よ るな らば ， 着衣量増加 は 22℃ 前後を境 とす る

と推察され ， こ の 事実は 三 浦 ら
9）

お よ び栃原 ら
10）

の 示す

結果を裏付け る もの で あ り，一般的に は それ以下 に な る

と生理 的 に 着装補 正 が 求め られ る と考 え られ る ．同 じ

24〜26℃ の 環憤温度で も岩 手 に お い て 着衣量 の 多 い 例

が認め られ る 点に 関 して は，早朝お よ び 晩 の 低温時 の 着

衣対応を 日中 も汗ぽむ ほ どで は な い 限 り維持 し続ける と

考 え られ る．高齢者 の 場合 ， 起床時 の 気温 を基準 と した

着衣対応 が な され た 後，日中の 気温上昇に 伴 う暑 さに 対

す る着装補正が 的確 に な され て い な い 実態を示す事実 と

し て捉え られ る．

　冬季の 場合 に は ，男性に お い て環箋温度が 低 くな るほ

ど着衣 量が増す傾向が 顕著 で あ り，女 性 で は そ の 傾向は

認 め られ な い ．岩手 と兵庫 の 環境温度 を 比較す る と，岩

手の 場合 に は 20℃ 以上 の グ ル
ープ と 20℃ 以下 の グル ー

プ に 大別 され るが ，着衣量に 差が な く，兵庫 の 場 合 に は

且6℃ 以 下 と肌寒 さを感 じる 温域 に あ りな が ら岩 手 と の

着 衣 量 に 差 が 認 め られ な い ．岩手 の 場合に は 暖房室が居

間に 限 られ て い る場合が一
般的で あ り，居 間 以外の 暖房

の ない 住宅内他空間に着衣の 基準を求め ，

一
方兵庫の 場

合に は マ フ ラーの み の 外出が 認め られ た 事実 よ り，戸外

温度 に その 基準 を求 め る と推察 され る．つ ま り， 着衣 量

の 基準 は 環境条 件 や 生活行為 と の か か わ りで 長年の 間 に

身 に つ い た もの と して 存在 し，それ に 応 じて 温熱適応 能

力が 形成 され個人 の 基準に 応 じた 着衣対応 が な され る と

考 え られ る．した が っ て 岩手 の 環境温度 の 高い グ ル
ープ

に お け る 習慣 と して の 厚着実態 が 問題 とし て 捉 え られ ，

高温 の 室内で 汗ばみ ， 住宅内他空間や 戸外 との 温度差 に

よ り風邪 を引き易い な どの 具体的弊害 を指摘す る こ とが

で きる．一方，住宅内に お け る温度差 が脳卒中 の 発症 と

か か わ る 事実
11 ）

を 併せ て 考察す る な らば，寒冷地 に お け

る局 所 的 高温 環麑の 中 で の 厚着の 是非 は ，住宅の 居住改

善と大 きくか か わ っ て お り ， 今後 さ らに 慎重な検討が な

（799） 79

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日 本 家 政 学 会 誌　VoL 　43　No ．8 （1992）

され る必要があろ う．しか しな が ら， 高温環境下 に お け

る 厚着が 寒 さに 対す る適応能力の 低 下 に 影 響 を与 え る と

す る ならば ， よ り重大な問題 として 捉 え られ なければな

らな い ．

　4． 要　 約

　高齢者の 温熱適応実態の 中 で もと りわ け住宅内に お け

る 居住性 と深 くか か わ り，その 基礎的知見 と して 位置付

け られ る着衣対応 に 焦点を絞り，第 1報の 全国調査お よ

び 岩手 ・兵庫に お け る事例調査 に 基 づ く分析検討を行 っ

た．そ の 結果明 らか に され た高齢者 の 温熱対応 と して の

着衣実態 の 特徴 は 以下 に 要約 され る．

　（D 冬季 に お い て男女 と もに シ ャ ツ の 重ね 着傾向が 顕

著 で あ り， 加齢 に 伴 う重ね枚数の 増加が認 め られ る．

　 （2） ラ ン ニ ン グ シ ャ ツ 。
ス テ テ コ ・ス リ ッ プ ・シ ユ

ミーズ の よ うな 保温 性 の 低 い 下 着 に お い て 加 齢に 伴 う着

用率の 減少が認め られ る．

　（3）洋装用下着の 着用率 は 都市部，和装用下着は 寒冷

地農山村に お い て 高 く， 和服に 対す る保温性評価に 基づ

く着装の 合理 性 を確認す る こ とが で きる．

　（4）寒冷地 の 夏季 に お け る着衣 量 の 調節は ，主 と して

外衣 の 上衣 に よ っ て 行わ れ ， その 傾向は 男性 に お い て 顕

著 で あ る．さ らに着衣量 の 調節行為が な され る境界温度

は
一般的に 22℃ 前後 と推察され る．

　 （5）男性 で は ヤ セ 型 ほ ど着衣量が 増す傾向が 認め られ ，

夏季 ・冬季間 の 着衣量 の 変化は 総体的 に 女性 よ り男性が

大 きい ．

　（6）夏季 に お け る着衣 量 の 基準は，寒冷地 で は 起床時

の 環境温に あ り， 冬季 の 場 合 に は 寒冷地 は 日 中の 住宅内

非暖房室の 室温，寒冷地 以 外は 日中 の 戸外温に あ る と推

察 され る．

　（7）就寝時 の 着衣 で は 寒冷地 に お ける長袖着用が 顕著

で あ り， 高齢者独自の 着装形態として 農山村に お け る 和

式寝 まき利用 とシ ャ ツ 着用 の 対応関係が 認 め られる．

　（8）岩手 の 綿入 れ た ん ぜん ，愛知以西の 敷用寝具 とし

て の 毛布 に ， 地方独自の 特異な利用 形態が 認め られ る．

　以上，高齢者が 加齢に 伴 う温熱適応能力の 低下を着衣

対応に よ り補 う実態 を い くつ か の 特徴 と して 明 らか に で

きた と考える．着衣との 関連に お い て住 まい の 問 題点 と

して 指摘され る の は ，住宅設備 ・機器の 変化に 対応 し た

着衣対応が な され て い な い 点に あ り，今後高齢者の 着装

習慣を前提 とした 居住環境改善の 提示 が な され る必要 が

あ ろ う．

　稿の 終わ りに 臨 み ， 事例調査に ご協力い た だ きま した

盛 岡老 人 大学 上 田分 校受 講 生 お よび 神戸市西区桜 ケ丘 老

人 ク ラ ブ 会員の 方 々 に 感謝 の 意を 表 し ま す，
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